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中
国
に
お
け
る
「
方
言
」
ｌ
境
界
と
越
境
Ｉ

１
．
は
じ
め
に

小
論
は
、
一
一
○
一
六
年
一
一
月
十
三
日
に
国
立
国
語
研
究
所
で
開
催
さ
れ
た
］
胃
三
ｓ
。
哀
「
再
考
こ
と
ば
の
時
空

間
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
方
言
、
言
語
、
そ
し
て
そ
の
領
域
を
め
ぐ
っ
て
」
に
お
け
る
発
表
内
容
を
敷
術
し
た

も
の
で
あ
る
。
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
大
西
拓
一
郎
氏
か
ら
依
頼
さ
れ
た
こ
と
は
、
中
国
で
は
「
方
言
」
が
ど
の
よ

う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
か
、
「
言
語
」
と
ど
う
違
う
か
、
日
本
と
は
か
な
り
状
況
が
異
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
方

言
学
の
基
本
領
域
に
関
す
る
事
柄
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
大

西
氏
の
基
調
報
告
に
続
い
て
、
琉
球
大
学
の
狩
俣
繁
久
氏
（
「
琉
球
方
言
か
琉
球
語
か
ｌ
名
称
の
変
遷
を
め
ぐ
っ

て
」
）
、
岩
田
（
「
中
国
に
お
け
る
〃
方
言
″
」
）
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
、
最
後
に
首
都
大
学
東
京
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ロ

ン
グ
氏
が
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
た
。

２
．
「
中
国
」
と
は
？
「
中
国
語
」
と
は
？

現
在
、
日
本
の
大
学
の
教
室
な
ど
で
教
授
さ
れ
て
い
る
「
中
国
語
」
と
は
、
漢
民
族
（
以
下
「
漢
族
」
と
呼
ぶ
）

の
話
す
言
語
で
あ
る
漢
語
を
指
す
。
漢
族
の
居
住
地
域
は
、
段
代
以
前
に
は
黄
河
中
流
域
（
現
在
の
河
南
省
周
辺
、

岩
田
礼
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狭
義
の
「
中
原
」
）
に
限
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
話
さ
れ
て
い
た
言
語
が
現
代
の
漢
語
の
祖
先
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
ジ
ア
系
の
言
語
を
起
源
と
す
る
と
い
う
説
も
あ
る
命
侭
舅
ご
謡
）
。

漢
族
と
漢
語
の
領
域
は
段
代
に
な
る
と
黄
河
中
下
流
域
の
全
域
（
広
義
の
「
中
原
」
）
に
広
が
り
、
ま
た
周
代
に
至

る
と
長
江
流
域
に
ま
で
広
が
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
長
江
以
北
（
以
下
「
華
北
」
と
呼
ぶ
）
の
地
域
が
す
べ
て
漢

語
を
話
す
漢
族
の
領
域
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
「
中
國
、
夷
、
蟹
、
戎
、
狄
，
皆
有
安
居
、
和
味
、
宜
服
、

利
用
、
備
器
，
五
方
之
民
，
言
語
不
通
」
（
『
礼
記
』
王
制
、
第
五
）
と
い
う
よ
う
に
、
「
中
国
」
は
住
居
、
衣
食
等

の
文
化
的
習
慣
及
び
言
語
を
異
に
す
る
「
夷
、
蟹
、
戎
、
狄
」
と
共
存
し
て
い
た
。

「
五
方
之
民
，
言
語
不
通
」
と
い
う
時
の
「
言
語
」
が
現
代
で
い
う
所
の
言
語
差
で
あ
っ
た
の
か
、
或
い
は
方

言
差
で
あ
っ
た
の
か
は
、
い
ず
れ
と
も
断
言
で
き
な
い
。
春
秋
戦
国
時
代
に
長
江
流
域
で
栄
え
た
楚
は
独
自
の
文

化
を
有
し
、
そ
の
支
配
層
は
漢
語
を
使
用
す
る
漢
族
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
庶
民
が
漢
語
を
話
し
た
か
ど
う

か
は
疑
わ
し
い
。
当
時
、
漢
族
は
楚
よ
り
南
の
地
域
に
も
居
住
し
た
に
は
ず
だ
が
、
そ
れ
は
「
点
」
で
あ
っ
て
、

周
囲
は
「
百
越
」
と
総
称
さ
れ
る
非
漢
族
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
た
。

長
江
以
南
の
地
域
（
以
下
「
華
南
」
）
に
漢
族
が
入
植
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
秦
の
始
皇
帝
に
よ
る
嶺

南
攻
略
で
あ
っ
た
（
嶺
南
と
は
南
嶺
山
脈
以
南
の
地
域
、
主
に
現
在
の
広
東
省
、
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
）
。

及
至
始
皇
，
．
：
（
中
略
）
。
：
南
取
百
越
之
地
，
以
為
桂
林
、
象
郡
，
百
越
之
君
悦
首
係
頸
，
委
命
下
吏
。
（
『
史

記
』
、
巻
四
十
八
、
陳
捗
世
家
）

右
の
一
節
か
ら
だ
け
で
も
過
酷
な
侵
略
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
軍
を
先
鋒
と
す
る
入
植
は
、
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新
大
陸
に
お
け
る
ョ
Ｉ
ロ
ッ
。
ハ
人
の
入
植
と
同
じ
こ
と
で
、
総
体
と
し
て
は
「
点
」
と
「
線
」
に
よ
る
統
治
で
あ
っ

た
。
華
南
に
お
け
る
漢
族
人
口
の
増
加
は
唐
代
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

陳
正
祥
『
中
国
歴
史
・
文
化
地
理
図
冊
』
（
原
書
房
、
一
九
八
二
）
は
、
正
史
な
ど
の
歴
史
資
料
に
基
づ
い
て
推

定
さ
れ
た
各
時
代
の
人
口
分
布
を
地
図
に
し
て
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
図
凹
、
別
（
前
漢
）
と
図
別
、
別
（
唐
）

を
比
較
す
る
と
、
漢
代
に
は
華
北
に
偏
在
し
た
人
口
が
減
少
し
、
そ
の
分
、
現
在
の
江
蘇
省
南
部
と
漸
江
省
を
中

心
と
す
る
華
南
の
人
口
が
増
加
し
た
印
象
で
あ
る
。
人
口
分
布
の
こ
の
よ
う
な
変
動
は
、
三
世
紀
～
六
世
紀
の
政

治
的
動
乱
期
に
（
下
文
参
照
）
、
大
量
の
移
民
が
華
南
に
移
り
住
ん
だ
結
果
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
戦
火

を
避
け
た
と
い
う
受
動
的
な
要
因
だ
け
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
三
国
か
ら
晴
唐
に
至
る
期
間
に
お
け
る
江
南
開

発
に
よ
っ
て
む
し
ろ
積
極
的
な
移
住
が
促
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
言
語
に
つ
い
て
は
、
移
民
の
影
響
だ
け
で
な
く
、

経
済
要
路
と
し
て
の
水
路
、
陸
路
の
開
発
・
整
備
も
漢
語
の
北
か
ら
南
へ
の
伝
播
を
促
進
し
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
後
、
華
北
に
は
、
遼
、
金
、
元
と
三
代
に
わ
た
る
異
民
族
王
朝
が
で
き
た
が
、
漢
族
王
朝
た
る
明
が
建
国

さ
れ
る
と
雲
南
が
征
服
さ
れ
、
さ
ら
に
一
一
十
世
紀
に
至
っ
て
満
州
、
新
彊
、
チ
ベ
ッ
ト
が
中
国
の
版
図
に
組
み
込

ま
れ
る
。
漢
人
の
新
し
い
入
植
地
で
は
当
然
漢
語
が
話
さ
れ
る
の
で
、
周
辺
の
非
漢
族
は
経
済
的
、
政
治
的
理
由

に
よ
っ
て
自
ら
も
漢
語
を
話
す
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
漢
族
と
漢
語
は
歴
史
を
通
じ
て
「
内
」
か
ら
「
外
」
へ
の
膨
張
を
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

一
方
で
「
外
」
か
ら
異
民
族
が
侵
入
し
た
場
合
に
、
そ
れ
が
結
局
は
「
内
」
に
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
う
と
い
う
歴

史
が
あ
っ
た
。
三
世
紀
～
六
世
紀
の
魏
晋
南
北
朝
時
代
（
六
朝
時
代
と
も
呼
ば
れ
る
）
に
は
華
北
に
異
民
族
の
短
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命
王
朝
が
次
々
に
打
ち
立
て
ら
れ
た
が
、
五
世
紀
に
華
北
を
統
一
し
た
北
魏
は
漢
化
政
策
を
進
め
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
。
そ
の
第
六
代
皇
帝
で
あ
っ
た
孝
文
帝
の
詔
勅
は
有
名
で
あ
る
。

詔
不
得
以
北
俗
之
語
言
於
朝
廷
，
若
有
違
者
，
免
所
居
官
（
四
九
五
年
）
。

「
北
俗
之
語
」
と
は
鮮
卑
語
の
こ
と
で
あ
り
、
自
ら
の
母
語
を
捨
て
去
る
こ
と
を
命
令
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

北
方
中
国
語
が
遼
、
金
、
元
の
四
百
年
間
に
大
き
な
変
化
を
遂
げ
た
の
は
、
支
配
階
層
た
る
異
民
族
の
母
語
で

あ
っ
た
ア
ル
タ
イ
系
諸
語
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
す
る
説
が
あ
る
（
橋
本
萬
太
郎
『
言
語
類
型
地
理
論
』
、
弘
文

堂
、
一
九
七
八
）
。
し
か
し
こ
の
説
を
実
証
的
に
裏
付
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
語
彙
の
借
用
は
容
易
で
あ
る

は
ず
が
、
元
曲
な
ど
の
口
語
作
品
に
現
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
語
の
音
訳
ら
し
い
多
数
の
語
で
現
代
に
至
る
ま
で
残
っ
て

い
る
も
の
は
数
少
な
い
・
二
十
世
紀
初
頭
ま
で
中
国
の
支
配
者
で
あ
っ
た
満
州
族
に
至
っ
て
は
、
百
年
後
の
今
日
、

そ
の
母
語
た
る
満
州
語
が
ｌ
移
民
政
策
に
よ
っ
て
新
彊
に
移
さ
れ
た
シ
ベ
語
を
除
き
ｌ
絶
滅
に
瀕
し
て
い
る
。
こ

れ
も
異
民
族
王
朝
た
る
清
朝
自
ら
の
同
化
政
策
の
結
果
で
あ
る
。

「
内
」
に
取
り
込
ま
れ
た
異
民
族
は
「
中
国
人
」
と
な
る
。
先
に
挙
げ
た
北
魏
の
孝
文
帝
は
そ
の
名
を
拓
賊
宏

と
言
っ
た
が
、
漢
人
風
に
元
宏
と
改
名
し
た
（
姓
が
元
）
。
全
国
を
統
一
し
た
階
に
し
て
も
、
初
代
皇
帝
・
文
帝
と

な
っ
た
楊
堅
は
普
六
茄
氏
と
い
う
異
民
族
の
出
身
で
あ
っ
た
と
す
る
説
が
あ
り
（
ア
ー
サ
－
．
Ｆ
・
ラ
イ
ト
著
、

布
目
潮
楓
・
中
川
努
訳
『
晴
代
史
」
、
法
律
文
化
社
、
一
九
八
三
、
ま
た
文
帝
の
高
官
で
あ
っ
た
陸
爽
（
韻
耆
「
切

韻
』
の
作
者
・
陸
法
言
の
父
）
は
、
歩
陸
孤
氏
と
い
う
鮮
卑
系
の
出
自
で
あ
っ
た
。

上
で
述
べ
た
丙
」
と
「
外
」
の
概
念
は
、
平
田
昌
司
氏
の
「
雪
晴
れ
の
景
色
ｌ
中
国
言
語
文
化
圏
の
丙
」
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と
「
外
」
」
（
『
中
国
ｌ
社
会
と
文
化
』
九
、
一
九
九
四
）
に
負
う
所
が
多
い
。
こ
の
論
文
が
引
く
韓
愈
（
忌
中
雷
ら

の
『
原
道
』
は
、
中
国
人
と
は
何
か
を
端
的
に
語
っ
て
い
る
（
似
頁
）
。

孔
子
が
『
春
秋
』
を
表
す
に
あ
た
っ
て
は
，
国
々
の
君
た
ち
が
異
民
族
の
制
度
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
場

合
は
異
民
族
扱
い
し
，
中
国
の
「
礼
」
を
と
り
い
れ
た
場
合
に
は
中
国
人
と
し
て
扱
っ
た
。
（
原
文
血
孔
子
之

作
『
春
秋
』
他
，
諸
侯
用
夷
禮
則
夷
之
，
進
於
中
國
則
中
國
之
。
）

こ
れ
を
逆
に
言
え
ば
、
中
国
の
礼
法
を
受
け
入
れ
ぬ
も
の
は
夷
狄
と
し
て
排
除
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
。
上
記
『
史

記
』
が
記
し
た
「
頭
を
垂
れ
、
首
を
つ
な
が
れ
、
処
刑
を
待
つ
百
越
の
君
」
と
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
よ
う
な
人
々

の
一
人
で
あ
っ
た
。
中
国
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
も
う
一
つ
の
条
件
は
「
漢
字
を
使
う
」
こ
と
で
あ
る
。
阿
倍
仲
麻

呂
が
唐
王
朝
で
高
官
に
任
じ
ら
れ
た
前
提
は
、
中
国
人
た
る
べ
き
こ
の
一
一
条
件
を
満
た
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

３
．
漢
字
の
越
境
性

漢
字
は
、
一
般
に
は
ロ
ー
マ
字
な
ど
の
表
音
文
字
に
対
す
る
表
意
文
字
と
呼
ば
れ
る
が
、
意
味
を
直
接
に
表
現

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
本
質
は
「
表
語
機
能
」
に
あ
る
（
河
野
六
郎
『
文
字
論
』
、
三
省
堂
、
一
九
九
四
）
。

即
ち
、
意
味
と
音
か
ら
な
る
一
つ
の
語
を
一
つ
の
文
字
に
よ
っ
て
表
現
す
る
記
号
体
系
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
本

来
は
表
音
性
が
高
か
っ
た
文
字
で
も
、
英
語
の
ス
・
へ
リ
ン
グ
の
よ
う
に
表
語
化
し
て
き
た
も
の
も
あ
る
。
英
単
語

は
綴
り
字
通
り
読
ん
で
も
正
し
い
発
音
に
は
な
ら
な
い
（
例
え
ば
百
詩
）
。
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表
語
文
字
た
る
漢
字
は
、
意
味
と
発
音
の
地
域
的
変
容
を
無
限
に
許
容
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
例

え
ば
、
左
図
に
お
い
て
「
手
」
と
「
脚
」
は
長
江
以
北
で
は
冨
凰
と
き
ｇ
し
か
指
さ
な
い
が
（
青
色
の
記
号
）
、

長
江
以
南
で
は
胃
冒
も
一
侭
も
指
す
（
赤
色
の
記
号
）
。

地図1“手"、“脚”の指示対象

曹志転主編『漢語方言地圖集』、語彙巻011,2008

漢晒方官地瞳築
上江罰訂大手母訂ﾛ1文凧
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●
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◆
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。
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①
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①
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■
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漢
字
が
東
夷
の
地
に
伝
わ
る
と
、
多
く
の
場
合
、
そ
の
原
義
は
忠
実
に
保
存
さ
れ
た
。
例
え
ば
上
記
「
脚
」
は

日
本
で
屑
の
原
義
が
保
存
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
意
味
が
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
変
化
し
た
中
国
本
土
の
北
方
方
言
と
の

間
で
「
同
字
異
義
」
の
例
が
多
数
生
ま
れ
た
。
北
方
方
言
で
屑
は
太
も
も
を
指
し
た
「
腿
」
に
よ
っ
て
表
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
「
脚
」
の
指
示
対
象
は
昏
三
に
縮
小
し
た
。

音
声
の
地
域
差
が
さ
ら
に
大
き
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
発
音
は
日
本
漢
字
音
と
呼

ば
れ
る
が
、
例
え
ば
「
手
」
を
漢
字
音
で
シ
ュ
言
］
と
呼
ぼ
う
が
、
訓
読
み
で
テ
［
且
と
呼
ぼ
う
が
、
漢
字

の
発
音
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。
現
代
中
国
語
の
標
準
音
は
［
筥
］
で
あ
る
が
、
広
州
で
は
胃
巨
］
、
厘
門

で
は
［
莚
ご
］
で
あ
っ
て
、
中
国
的
感
覚
で
は
日
本
漢
字
音
も
そ
の
よ
う
な
地
域
的
発
音
の
一
種
な
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
例
え
ば
、
魯
迅
を
漢
字
音
で
ロ
ジ
ン
と
読
も
う
と
、
標
準
中
国
語
ら
し
く
ル
ー
シ
ュ
ン
と
読
も
う
と
、

所
詮
は
い
ず
れ
も
東
夷
の
説
っ
た
発
音
に
す
ぎ
な
い
。
日
本
の
文
化
人
や
マ
ス
コ
ミ
に
は
、
人
名
や
地
名
を
相
手

国
の
言
語
の
発
音
で
読
む
べ
し
と
い
う
「
原
音
主
義
」
が
根
強
く
、
そ
れ
は
彼
ら
に
そ
れ
が
相
手
文
化
の
尊
重
で

あ
る
と
の
勝
手
な
思
い
込
み
が
あ
る
た
め
だ
ろ
う
が
、
呼
ば
れ
る
本
人
に
と
っ
て
は
ど
ち
ら
で
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

「
手
」
は
言
己
、
日
四
言
な
ど
と
発
音
し
て
も
構
わ
な
い
。
こ
れ
は
ラ
テ
ン
語
の
白
ｇ
こ
め
を
冨
呂
、
訂
な
ど
と

発
音
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
赤
ん
坊
に
「
騎
士
」
ナ
イ
ト
、
「
火
星
」
マ
ー
ズ
な
ど
と
名
付
け
る
キ
ラ
キ
ラ

ネ
ー
ム
は
現
に
一
世
を
風
摩
し
て
い
る
。
漢
字
は
意
味
も
発
音
も
異
な
る
地
域
的
変
種
（
異
語
）
を
同
じ
一
つ
の

文
字
で
表
現
で
き
る
点
で
、
そ
の
「
越
境
性
」
は
所
与
の
も
の
で
あ
っ
た
。

晴
唐
時
代
の
中
国
標
準
音
（
中
古
音
）
の
発
音
を
は
じ
め
て
音
声
記
号
に
よ
っ
て
復
元
し
て
見
せ
た
の
は
、
ス
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４
．
中
国
に
お
け
る
方
言
分
布
の
概
観

あ
る
言
語
に
お
け
る
方
言
分
布
の
輪
郭
は
、
当
該
言
語
が
話
さ
れ
る
地
域
の
形
状
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
日
本
語

は
東
西
に
長
い
列
島
に
存
す
る
の
で
「
東
西
対
立
」
型
と
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
や
ド
イ
ツ
語
が
「
南
北
対
立
」
型

と
な
る
の
も
国
士
の
形
状
に
因
っ
て
い
る
。
現
代
漢
語
方
言
も
同
様
に
「
南
北
対
立
」
型
を
示
す
の
は
、
第
二
節

で
述
べ
た
歴
史
的
要
因
に
よ
る
。
対
立
す
る
二
つ
の
方
言
勢
力
が
ど
こ
で
境
界
を
接
す
る
か
（
方
言
境
界
線
）
は

こ
れ
ま
た
歴
史
的
要
因
に
よ
る
。
中
国
に
は
漢
語
方
言
を
二
分
す
る
二
つ
の
重
要
な
境
界
線
が
あ
る
。

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
碩
学
カ
ー
ル
グ
レ
ン
宙
①
昌
言
ａ
【
昌
一
唱
９
．
夷
宅
‐
ら
葛
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
著
『
中
国
音
韻
学

研
究
』
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
「
方
言
辞
典
」
ｅ
亘
旨
邑
目
言
）
に
は
、
彼
が
古
音
復
元
の
た
め
に
用
い
た
二
十
六
種

の
「
方
言
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
う
ち
最
初
の
四
つ
は
、
呉
音
、
漢
音
、
朝
鮮
漢
字
音
、
越

南
漢
字
音
と
い
う
「
域
外
漢
字
音
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
漢
語
方
言
と
対
等
に
並
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
漢
字
を
媒
介

と
す
る
中
国
の
方
言
研
究
の
原
点
が
あ
り
、
そ
の
伝
統
は
今
日
に
至
る
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。
方
言
学
を
学
ぶ

こ
と
は
、
即
ち
漢
字
と
そ
の
音
声
を
中
古
音
の
枠
組
み
と
と
も
に
学
ぶ
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

漢
字
で
書
か
れ
た
中
国
の
文
言
文
（
Ⅱ
漢
文
）
は
、
西
欧
社
会
の
ラ
テ
ン
語
に
匹
敵
す
る
東
ア
ジ
ア
の
リ
ン
ガ
・

フ
ラ
ン
カ
で
あ
っ
た
。
漢
字
と
文
言
文
を
通
し
て
見
る
中
国
は
、
平
田
昌
司
氏
の
臂
え
を
用
い
れ
ば
、
「
あ
た
か
も

一
面
に
雪
が
降
り
積
も
っ
た
景
色
に
似
て
い
る
」
（
「
雪
晴
れ
の
景
色
」
妬
頁
）
。
つ
ま
り
白
一
色
で
あ
っ
て
、
そ

れ
は
ど
こ
ま
で
も
広
が
り
う
る
。
で
は
そ
の
雪
を
取
り
払
っ
た
時
に
ど
ん
な
景
色
が
見
え
て
く
る
か
？
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准河一秦嶺線地図2

Map7.TheboundarybetweentheNorthernandtheSouthern(theChangJiang任江)guan伽a官活areas

一
つ
は
上
掲
地
図
１
に
反
映
さ
れ
た
「
長
江
線
」
で
あ

り
、
も
う
一
つ
は
地
図
２
に
反
映
さ
れ
た
「
推
河
ｌ
秦
嶺

線
」
で
あ
る
。
こ
の
地
図
は
ロ
シ
ア
の
中
国
語
学
者
、
Ｏ
・

ザ
ビ
ア
ロ
バ
氏
の
作
で
、
日
本
で
出
版
さ
れ
た
科
研
費
研

究
報
告
書
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
唇
く
舌
一
○
畠
騨

ン
の
言
國
夫
ゴ
画
戸
ら
。
巴
・

地
図
に
は
四
つ
の
音
韻
的
特
徴
に
関
す
る
方
言
差
が
、

境
界
線
（
通
常
「
等
語
線
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
の
場
合

は
「
等
音
線
」
と
呼
ん
で
も
よ
い
）
又
は
分
布
地
域
の
塗

り
つ
ぶ
し
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
わ
か
り
や
す
い

特
徴
と
し
て
、
音
節
頭
子
音
（
声
母
）
卜
／
酢
の
区
別
、

音
節
末
鼻
子
音
（
８
９
）
弧
／
雌
の
区
別
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
変
化
が
起
き
た
（
子
音
の
区
別
を
な
く
し
た
）
の
は
、

推
河
と
長
江
の
中
間
地
帯
で
あ
る
。
等
語
線
の
位
置
は
奇

跡
的
と
も
い
え
る
ほ
ど
よ
く
一
致
し
、
等
語
線
の
束
が
長

く
伸
び
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
音
韻
的
特
徴
に
関
す
る
差
異

が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
、
千
年
も
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前
の
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
推
河
ｌ
秦
嶺
線
は
、
気
候
、
土
壌
の
南
北
差
に
関
す
る
境
界
線
で
も
あ
り
、
「
北

麦
南
稲
」
の
生
活
習
慣
を
は
じ
め
様
々
な
文
化
的
差
異
を
生
み
出
し
て
い
る
。
先
秦
時
代
の
中
原
の
南
限
が
こ
の

ラ
イ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
歴
史
上
、
長
期
に
わ
た
っ
て
北
か
ら
南
へ
の
言
語
伝
播
の
波
を
食

い
止
め
る
防
波
堤
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
多
く
の
言
語
特
徴
が
こ
の
線
を
越
え
て
行
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
越
境
し

た
特
徴
が
た
ど
っ
た
運
命
は
一
弓
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
伝
播
元
の
北
方
で
は
そ
の
後
の
変
化
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て

し
ま
い
、
南
方
に
保
存
さ
れ
た
特
徴
。
も
う
一
つ
は
、
越
境
・
南
下
の
過
程
で
変
化
を
蒙
っ
た
特
徴
で
あ
る
。
後

者
に
つ
い
て
変
化
を
促
進
し
た
の
は
、
土
着
の
古
い
漢
語
方
言
又
は
非
漢
語
と
の
言
語
接
触
で
あ
っ
た
。

図
１
と
図
２
だ
け
見
て
い
る
と
、
中
国
の
方
言
は
単
純
な
南
北
対
立
型
で
あ
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
と
こ
ろ

が
、
同
じ
く
長
江
以
南
の
地
域
で
も
、
西
側
の
雲
南
省
、
貴
州
省
及
び
そ
れ
ら
と
隣
接
す
る
四
川
省
、
湖
北
省
の

一
部
な
ど
西
南
地
域
の
方
言
に
は
、
む
し
ろ
北
方
方
言
と
共
通
す
る
特
徴
が
多
い
。
そ
れ
は
こ
の
地
域
が
主
に
明

代
以
降
に
漢
化
さ
れ
、
北
方
方
言
が
導
入
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
「
西
南
官
話
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

次
頁
の
略
図
は
平
田
氏
「
雪
晴
れ
の
景
色
」
の
図
二
、
図
三
（
“
頁
）
に
拠
る
方
言
分
布
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。

た
だ
し
、
原
図
と
は
異
な
る
点
が
あ
る
。
ま
ず
、
地
図
３
の
長
江
線
の
表
記
は
筆
者
が
加
え
た
も
の
で
原
図
に
は

な
い
。
長
江
線
に
は
、
図
１
の
よ
う
に
等
語
線
が
長
江
の
下
流
か
ら
上
流
ま
で
東
西
に
延
び
る
例
が
少
な
い
こ
と

を
考
慮
さ
れ
た
た
め
か
と
思
う
。
次
に
、
地
図
３
で
准
河
ｌ
秦
嶺
線
で
な
く
「
秦
嶺
ｌ
惟
河
線
」
と
呼
ば
れ
る
の

は
、
秦
嶺
山
脈
が
西
に
あ
り
、
准
河
が
東
に
あ
る
た
め
で
、
位
置
関
係
か
ら
は
こ
の
呼
び
名
が
正
し
い
。
な
お
、

平
田
氏
の
図
二
、
図
三
は
左
右
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
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「
東
南
諸
方
言
」
は
、
主
に
沿
岸
部
に
位
置
す
る
呉
語
、
閨
語
、
客
家
語
、
輿
語
を
中
核
と
し
（
沿
岸
方
言
）
、

内
陸
部
（
相
対
的
に
は
西
側
）
に
位
置
す
る
籟
語
、
湘
語
、
徽
語
は
官
話
的
成
分
を
あ
わ
せ
も
つ
（
内
陸
方
言
）
。

Ｊ
・
ノ
ー
マ
ン
氏
（
茜
ご
ｚ
日
ョ
目
）
は
、
沿
岸
方
言
か
ら
呉
語
を
切
り
出
し
、
内
陸
方
言
と
合
わ
せ
て
Ｐ
亘
邑
Ｏ
Ｂ
弓

と
呼
ん
だ
（
ｚ
ｏ
『
日
目
．
己
認
）
。
こ
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
中
国
大
陸
の
右
隅
に
ノ
ー
マ
ン
氏
の
い
う
ぎ
昌
言
日
Ｑ
８
号

が
あ
り
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
よ
う
に
毎
国
言
一
①
ｇ
吾
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
東
南
諸
方
言
は
、
古
代
の
百
越
の
地
に
早
期
か
ら
漢
語
が
移
植
さ
れ
た
結
果
、
「
非
Ⅱ
中
国
語
の

漢
化
を
完
了
し
た
地
域
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
西
南
地
域
（
地
図
３
の
△
）
は
、
漢
語
が
移
植
さ
れ
て
か
ら

地図3方言分布の特徴

官話

秦嶺一推河線
一一一一一一一一一一一意一一一一一一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一＝~ｰ一－一一~~芦

(長江線）

△

△△
△

△

東南諸

方言

上図の基層（仮想）地図4

寺一一一一一一や一静毒ヰーーォ一一一一一一,奉寺一今一幸一一一一一一一一一一一や輻ーー申~一一吟一一一や鄙

一一一ー一一一一E一ニニーコ■■一一一ｰｰ~一一一ー■■一一一一一一－－－～一一一一一一一ー一一一一ｰ一一一ー

非=中国語の

漢化を完了し

た地域

非=中国語と

中国語が末融合

のまま混在
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本
節
冒
頭
で
、
「
あ
る
言
語
に
お
け
る
方
言
分
布
の
輪
郭
は
、
当
該
言
語
が
話
さ
れ
る
地
域
の
形
状
に
よ
っ
て
決

ま
る
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
通
言
語
的
、
通
時
代
的
な
普
遍
現
象
で
あ
っ
て
、
漢
族
人
口
が
華
北
に
偏

在
し
て
い
た
漢
代
に
お
い
て
は
、
地
図
１
～
４
と
は
異
な
る
分
布
構
造
が
あ
っ
た
と
予
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を

立
証
す
る
の
が
、
今
か
ら
約
二
千
年
前
に
編
ま
れ
た
方
言
辞
典
「
輪
軒
使
者
絶
代
語
輝
別
國
方
言
」
で
あ
る
。
漢

代
の
哲
学
者
、
楊
雄
の
作
と
言
わ
れ
、
後
世
で
は
一
般
に
揚
雄
『
方
言
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
辞
典
に
よ
っ

て
、
我
々
は
漢
代
に
お
け
る
漢
語
方
言
の
地
理
的
分
布
状
況
の
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
松
江
崇
「
漢
代
方

れ
な
い
。

の
時
間
が
た
か
だ
か
六
○
○
年
で
あ
る
た
め
、
「
非
Ⅱ
中
国
語
と
中
国
語
が
未
融
合
の
ま
ま
混
在
」
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
表
層
で
は
「
官
話
地
域
」
で
あ
っ
て
も
基
層
が
露
出
す
る
こ
と
が
あ
る
。
地
図
１
に
現
れ
た
綺
麗
な
長

江
線
は
そ
の
よ
う
な
露
出
の
一
つ
と
理
解
で
き
る
。
吾
己
と
四
目
、
ざ
臼
と
屑
の
よ
う
な
人
間
の
認
知
形
態
を

反
映
す
る
区
別
は
、
「
文
化
」
の
浸
透
を
受
け
付
け
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
地
図
１
と
似
て
長
江
下
流
か
ら
上
流

ま
で
等
語
線
が
延
び
る
例
と
し
て
、
他
に
「
雨
が
降
る
」
が
あ
る
（
岩
田
礼
編
『
漢
語
方
言
解
釈
地
図
続
集
』

地
図
側
）
。
北
方
で
は
「
下
雨
」
、
南
方
で
は
「
落
雨
」
又
は
「
落
水
」
と
言
う
。

も
う
一
つ
重
要
な
事
実
は
、
西
南
官
話
の
音
韻
構
造
が
簡
単
な
こ
と
で
、
声
母
、
韻
母
、
声
調
と
も
音
素
の
数

が
少
な
い
。
簡
略
化
は
同
音
衝
突
を
多
発
さ
せ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
音
韻
的
合
流
が
回
避
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
一
般
に
、
言
語
接
触
に
よ
る
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
時
、
当
該
言
語
の
音
韻
、
文
法
は
簡
略
化

し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
る
（
「
ピ
ジ
ン
・
ク
レ
オ
ー
ル
化
」
と
も
呼
ぶ
）
。
西
南
官
話
は
そ
の
例
で
あ
る
か
も
し
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言
中
的
同
言
線
束
ｌ
也
談
根
擦
《
方
言
》
的
方
言
匡
劃
論
ｌ
」
、
華
學
誠
等
『
揚
雄
方
言
校
輝
匪
證
』
、
中
華
書
局
、

二
○
○
六
）
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
漢
語
方
言
は
ｌ
予
測
通
り
ｌ
東
西
対
立
を
分
布
の
基
本
構
造
と
し
て
い
た
。

境
界
は
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
函
谷
関
で
あ
り
、
関
東
方
言
と
関
西
方
言
の
対
立
、
と
い
え
ば
な
じ
み
や
す
い

だ
ろ
う
。
う
ち
関
西
方
言
の
中
核
は
漢
代
の
標
準
語
と
も
言
わ
れ
る
秦
方
言
で
あ
っ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
秦
方

言
は
同
時
に
長
江
中
流
域
の
楚
方
言
と
対
立
し
（
西
北
媚
東
南
）
、
揚
雄
『
方
言
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
語
彙
の

方
言
差
が
量
的
に
最
も
多
い
の
は
こ
の
二
方
言
間
で
あ
る
。
し
か
し
、
漢
代
以
前
の
長
江
中
流
域
で
漢
語
を
話
す

人
口
が
ど
れ
ほ
ど
の
比
率
で
あ
っ
た
か
疑
わ
し
い
。
楚
の
地
域
が
ト
ー
タ
ル
に
漢
化
し
、
方
言
分
布
が
南
北
対
立

型
に
転
換
す
る
た
め
に
は
、
六
朝
か
ら
唐
代
に
至
る
長
い
時
間
を
必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
。

５
．
方
言
の
境
界
と
方
言
区
画

中
国
方
言
学
の
も
う
一
つ
の
伝
統
は
、
方
言
の
境
界
線
を
定
め
る
と
い
う
「
方
言
区
画
」
で
あ
る
。
上
で
挙
げ

た
呉
語
、
閨
語
、
客
家
語
、
輿
語
、
籟
語
、
湘
語
、
徽
語
に
お
け
る
「
語
」
と
は
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
よ
う

な
「
言
語
」
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
方
言
区
画
上
の
一
次
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
大
方
言
）
を
示
す
。
二
次
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
は
「
片
」
、
三
次
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
「
小
片
」
が
使
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
蘇
州
方
言
は
呉
語
・
太
湖
片
・
蘇

渥
嘉
小
片
に
属
す
る
。
方
言
分
類
の
基
準
と
術
語
は
、
中
国
社
会
科
学
院
語
言
研
究
所
の
李
栄
教
授
が
指
導
し
、

一
九
八
七
年
に
出
版
さ
れ
た
区
画
方
言
地
図
集
『
中
国
語
言
地
図
集
』
（
香
港
、
巨
信
ョ
目
）
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

「
語
」
に
は
こ
の
ほ
か
、
官
話
か
ら
析
出
さ
れ
た
晋
語
（
山
西
省
、
内
蒙
古
に
分
布
）
と
南
方
に
点
在
す
る
平
話
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が
あ
る
（
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
な
ど
）
。
官
話
に
は
他
の
す
べ
て
の
「
語
」
と
対
立
す
る
大
方
言
区
の
地
位
が
与

え
ら
れ
、
下
位
方
言
も
西
南
官
話
、
江
推
官
話
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。

『
中
国
語
言
地
図
集
』
の
方
言
区
画
は
、
一
九
二
八
年
の
中
央
研
究
院
創
設
以
来
、
趙
元
任
に
代
表
さ
れ
る
中

国
の
言
語
学
者
が
手
が
け
て
き
た
方
言
研
究
の
集
大
成
で
あ
る
。
趙
元
任
自
身
に
と
っ
て
方
言
区
画
が
ど
れ
ほ
ど

の
関
心
事
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
お
よ
そ
近
代
国
家
の
初
期
に
お
い
て
は
、
そ
の
国
に
い
く
つ
の
方
言

が
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
ど
こ
で
境
界
を
接
す
る
か
に
研
究
者
の
関
心
が
向
く
の
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
日

本
で
は
国
語
調
査
委
員
会
の
調
査
に
よ
っ
て
方
言
が
東
西
対
立
を
示
す
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
し
、
言
語
地
理

学
の
先
駆
け
と
な
っ
た
ヴ
エ
ン
カ
ー
ａ
①
○
侭
乏
ｇ
百
『
・
扇
琶
‐
這
三
の
ド
イ
ツ
方
言
調
査
も
、
そ
の
動
機
は
音

韻
法
則
の
規
則
性
を
証
明
す
る
方
言
境
界
線
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

方
言
区
画
は
中
国
の
方
言
学
者
の
専
売
特
許
で
は
な
い
。
欧
米
も
含
ん
で
、
要
す
る
に
中
国
語
研
究
の
世
界
で

は
最
も
メ
ジ
ャ
ー
な
ト
レ
ン
ド
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｒ
・
シ
モ
ン
ズ
（
国
。
言
己
盟
ヨ
ョ
○
自
の

史
皓
元
）
氏
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
た
江
推
官
話
と
呉
語
の
境
界
地
域
に
関
す
る
調
査
で
は
、
漢
字
を
媒
介

と
し
な
い
音
韻
、
語
彙
、
文
法
調
査
が
進
め
ら
れ
、
調
査
地
点
密
度
は
他
を
凌
駕
す
る
が
、
そ
の
目
的
は
方
言
境

界
線
の
同
定
で
あ
っ
た
（
史
皓
元
・
石
汝
恭
・
顧
鶏
『
江
唯
官
話
與
呉
語
邊
界
的
方
言
地
理
學
研
究
』
、
上
海
教
育

界
線
の
同
定
で
あ
っ
た

出
版
社
、
二
○
○
六
）
。

『
中
国
語
言
地
図
集
」
の
方
言
区
画
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
内
外
で
そ
の
原
則
や
結
果
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
意

見
が
出
て
い
る
。
ま
た
区
画
論
が
研
究
の
主
要
ト
レ
ン
ド
で
あ
り
続
け
た
こ
と
は
、
二
○
二
一
年
に
『
中
国
語
言
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地
図
集
』
の
第
２
版
が
商
務
印
耆
館
か
ら
出
版
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

区
画
理
論
と
し
て
最
も
体
系
的
な
の
は
、
項
夢
亦
・
曹
暉
『
漢
語
方
言
地
理
學
１
入
門
與
實
践
』
（
中
國
文
史
出

版
社
、
二
○
○
五
）
で
あ
る
（
以
下
「
項
耆
」
と
呼
ぶ
）
。
こ
の
本
は
、
そ
の
前
半
が
欧
米
や
日
本
に
お
け
る
研
究

の
歴
史
と
成
果
の
紹
介
を
含
み
、
啓
蒙
的
で
あ
る
（
書
名
に
い
う
「
入
門
」
）
。
著
者
は
等
語
線
の
検
討
に
よ
っ
て

区
画
を
進
め
る
こ
と
を
主
張
し
、
後
半
で
は
い
く
つ
か
の
原
則
の
適
用
例
を
論
じ
て
い
る
（
「
実
践
」
）
。
地
図
５
は

そ
の
一
例
で
あ
る
。

地図5呉語の領域

項夢亦・曹暉「漢語方言地理學
一入門與實践」図5-18

が婚

匙
溌
風
呼
乳
．
亀
区

闇5－18昊摺中心区示意圏
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「
呉
語
」
と
は
な
に
か
？
趙
元
任
『
現
代
呉
語
的
研
究
』
（
清
華
學
校
研
究
院
叢
書
第
四
種
、
一
九
二
八
）
は
、

「
作
業
仮
説
」
と
断
り
な
が
ら
、
声
母
に
無
声
無
気
音
、
無
声
有
気
音
、
有
声
音
の
三
種
類
（
例
函
，
、
Ｊ
、
ひ
）

を
有
す
る
方
言
と
定
め
た
（
地
図
の
凡
例
に
い
う
「
三
分
」
）
。
一
つ
の
音
韻
特
徴
だ
け
に
依
拠
し
た
こ
の
定
義
は
、

『
中
国
語
言
地
図
集
』
に
も
引
き
継
が
れ
た
が
、
項
耆
は
も
う
一
つ
の
特
徴
を
加
え
て
等
語
線
を
観
察
し
た
。
そ

れ
は
、
「
打
」
を
言
で
は
な
く
、
薑
（
日
本
漢
字
音
で
言
え
ば
「
打
榔
」
の
「
打
」
チ
ョ
ウ
）
と
発
音
す
る
か
否

か
と
い
う
一
語
に
関
す
る
特
徴
で
あ
る
。
地
図
５
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
昼
と
「
三
分
」
の
等
語
線
は
か
な
り
重

な
る
が
、
「
三
分
」
の
等
語
線
は
西
部
の
安
徽
省
宣
州
地
域
に
も
伸
び
て
い
る
。
そ
こ
で
項
耆
は
恵
与
の
等
語
線

の
内
側
の
地
域
を
「
呉
語
中
心
区
」
と
定
め
た
。
「
方
言
は
分
類
で
き
る
が
、
類
と
類
の
間
に
は
必
ず
し
も
絶
対
的

な
境
界
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
「
中
心
典
型
原
則
」
の
一
例
で
あ
る
（
項
耆
、
剛
頁
）
。
こ
れ
は
言
語
地
理
学

に
接
近
し
た
方
言
の
捉
え
方
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
浮
か
ぶ
一
つ
の
疑
問
は
、
「
語
」
な
ど
と
い
う
紛
ら
わ
し
い
と
も
い
え
る
術
語
を
用
い
て
行
わ
れ

る
方
言
区
画
が
、
国
家
の
分
裂
を
容
認
し
な
い
こ
の
国
の
国
是
と
い
か
に
両
立
し
う
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

区
画
論
が
盛
ん
な
の
は
、
中
国
の
学
術
の
基
本
が
伝
統
的
に
「
分
類
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
理
解
で
き
る
。
し
か

し
そ
の
分
類
が
地
理
的
概
念
を
伴
う
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
国
是
に
関
わ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
平

田
氏
の
次
の
比
嶮
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
「
ョ
－
ロ
ッ
パ
が
懐
石
料
理
の
よ
う
に
一
品
ず
つ
の
独
立
性
を
感

じ
さ
せ
る
の
に
対
し
て
，
中
国
は
松
花
堂
弁
当
に
似
て
一
体
性
を
印
象
付
け
る
。
つ
ま
り
そ
の
像
を
と
ら
え
よ
う

と
す
る
と
き
，
目
に
映
る
の
は
全
体
を
一
つ
に
ま
と
め
る
枠
と
し
て
の
弁
当
箱
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
で
終
わ
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る
の
で
は
な
い
。
入
れ
子
に
な
っ
て
お
さ
め
ら
れ
た
小
鉢
は
，
実
質
的
に
独
立
の
食
器
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
」

（
「
雪
晴
れ
の
景
色
」
、
妬
頁
）
。
平
田
氏
の
い
う
「
入
れ
子
に
な
っ
て
お
さ
め
ら
れ
た
小
鉢
」
と
は
文
化
圏
を
謂

う
の
で
、
言
語
に
関
す
る
「
方
言
区
」
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
点
は
こ
こ
で
の
肝
要
で

は
な
い
。
重
要
な
の
は
、
「
全
体
を
一
つ
に
ま
と
め
る
枠
と
し
て
の
弁
当
箱
」
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
戦
艦

の
鉄
板
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
中
に
収
め
ら
れ
た
小
鉢
が
い
か
に
「
独
立
し
た
食
器
」
で
あ
っ
て
も
許
容
さ
れ

る
、
そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

６
．
方
言
の
境
界
は
存
在
す
る
か
？

方
言
区
画
は
国
是
と
矛
盾
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、
自
明
の
前
提
で
も
あ
る
よ
う
だ
。

言
語
地
理
学
は
一
九
三
○
年
代
に
林
語
堂
、
劉
復
等
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
断
片
的
な
概
要
に

と
ど
ま
っ
た
。
一
九
四
一
年
、
ベ
ル
ギ
ー
人
の
宣
教
師
、
Ｗ
・
グ
ロ
ー
タ
ー
ス
が
山
西
省
大
同
東
南
部
地
域
に
着

任
す
る
と
、
そ
こ
で
本
格
的
な
実
践
が
始
ま
っ
た
（
『
中
国
の
方
言
地
理
学
の
た
め
に
』
、
好
文
出
版
、
一
九
九
四
）
。

グ
ロ
ー
タ
ー
ス
神
父
の
研
究
は
趙
元
任
等
に
よ
っ
て
一
種
の
驚
き
を
以
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
が
（
董
同
鮴
「
華

陽
涼
水
井
客
家
話
記
音
」
後
記
、
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
畑
、
一
九
四
八
）
、
一
九
四
年
以
降
に

中
国
本
土
で
現
れ
た
論
評
は
、
い
ず
れ
も
否
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
最
も
代
表
的
な
方
言
学
の
テ
キ
ス
ト
で
あ

る
哀
家
騨
『
漢
語
方
言
概
要
』
（
文
字
改
革
出
版
社
、
一
九
六
○
、
第
二
章
）
は
、
「
（
言
語
地
理
学
の
創
始
者
で
あ

る
ジ
リ
エ
ロ
ン
等
は
）
言
語
に
お
け
る
方
言
差
だ
け
を
認
め
、
方
言
或
い
は
方
言
区
の
存
在
を
否
定
し
た
」
と
批
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判
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
体
と
し
て
少
数
の
日
常
語
彙
を
題
材
と
す
る
言
語
地
理
学
は
偏
っ
て
お
り
、
「
言
語
構
造

全
体
を
記
録
す
べ
し
」
と
の
論
調
が
強
い
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
戦
後
の
一
時
期
に
展
開
さ
れ
た
方
言
区
画
論

と
方
言
周
圏
論
の
論
争
に
お
け
る
前
者
の
主
張
と
軌
を
一
に
す
る
一
方
、
方
言
調
査
の
進
展
に
伴
っ
て
現
れ
た
欧

州
の
反
応
と
は
異
な
る
。
次
は
、
グ
ロ
ー
タ
ー
ス
神
父
に
よ
る
日
本
方
言
学
の
紹
介
文
の
一
節
で
あ
る
。

錯
綜
す
る
等
語
線
に
直
面
し
た
言
語
学
者
の
最
初
の
反
応
は
、
方
言
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

：
．
（
中
略
）
…
方
言
境
界
線
が
極
め
て
多
様
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
、
ョ
－
口
シ
バ
の
こ
の
よ
う
な
反
応

は
、
十
九
世
紀
後
半
の
言
語
学
者
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
様
々
な
形
で
現
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
こ
の
よ
う
な
見
解
は
日
本
で
は
決
し
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
、
と
問
い
た
い
。

（
麦
ｇ
ｏ
ｏ
言
①
扇
ら
缶
》
剛
‐
剛
頁
）

「
言
語
構
造
全
体
を
記
録
す
べ
し
，
そ
の
場
合
県
を
単
位
と
す
る
」
と
い
う
方
針
は
、
上
田
万
年
の
指
導
に
な

る
国
語
調
査
委
員
会
（
一
九
○
二
年
設
置
）
の
基
本
方
針
で
あ
り
、
そ
の
後
、
『
音
韻
分
布
図
』
（
一
九
○
五
年
）
、

『
口
語
法
分
布
図
』
（
一
九
○
七
年
）
が
出
版
さ
れ
て
、
口
語
語
彙
分
布
図
を
欠
く
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
こ
こ
に

於
い
て
、
東
洋
の
日
本
と
中
国
は
ほ
ぼ
同
じ
歩
み
を
辿
っ
た
と
言
え
る
。
異
な
る
の
は
、
日
本
の
場
合
、
Ａ
・
ド
ー

ザ
（
シ
ご
皇
己
呂
邑
）
の
冒
隠
。
電
這
萱
里
信
謹
言
鴦
命
（
ご
届
）
が
早
く
も
一
九
三
八
年
に
邦
訳
・
出
版
さ
れ
た

よ
う
に
（
松
原
秀
治
訳
『
フ
ラ
ン
ス
言
語
地
理
学
』
）
、
い
ち
早
く
本
格
的
な
言
語
地
理
学
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
、

ま
た
そ
の
方
法
が
柳
田
国
男
、
小
林
好
日
、
小
倉
進
平
等
に
よ
っ
て
、
実
際
の
方
言
調
査
と
分
析
に
適
用
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
『
日
本
の
言
語
学
』
第
６
巻
（
大
修
館
、
一
九
七
八
）
は
日
本
の
方
言
学
の
四
十
三
篇
の
名
著
を
収
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録
し
て
い
る
が
、
う
ち
十
二
篇
が
方
言
区
画
、
十
四
篇
が
方
言
地
理
学
に
分
類
さ
れ
る
作
品
で
あ
り
、
日
本
の
方

言
学
が
ど
ち
ら
に
も
偏
ら
な
い
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
発
展
を
辿
っ
て
き
た
こ
と
を
間
接
的
に
証
明
し
て
い
る
。

地
図
２
に
示
し
た
推
河
ｌ
秦
嶺
線
が
そ
の
典
型
で
あ
る
よ
う
に
、
方
言
の
境
界
線
は
確
か
に
存
在
す
る
。
実
際

に
方
言
地
図
を
作
っ
て
み
れ
ば
、
多
く
の
等
語
線
が
密
集
し
て
現
れ
る
エ
リ
ア
と
そ
う
で
な
い
エ
リ
ア
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
前
者
に
着
目
す
れ
ば
理
屈
の
上
で
は
中
国
全
士
の
方
言
区
画
が
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、

現
実
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
上
に
挙
げ
た
漢
語
方
言
の
各
「
語
」
の
中
で
、
隣
接
す
る
「
語
」
と
の
方
言
境
界

線
が
等
語
線
の
束
に
よ
っ
て
最
も
は
っ
き
り
と
区
別
で
き
る
の
は
閨
語
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
客
家

語
と
共
有
さ
れ
る
重
要
な
音
韻
特
徴
も
あ
り
、
例
え
ば
前
掲
、
項
耆
の
図
５
１
旧
（
測
頁
）
で
は
、
客
家
語
地

域
が
閨
語
の
中
に
す
っ
ぽ
り
と
納
ま
っ
て
し
ま
う
。
故
に
、
前
述
の
ノ
ー
マ
ン
氏
が
、
客
家
語
を
閨
語
と
同
様
、

ぎ
員
冨
昌
Ｑ
ｏ
ｇ
の
一
支
と
断
じ
た
の
も
、
全
く
道
理
に
か
な
っ
た
説
な
の
で
あ
る
。

言
語
地
理
学
が
「
方
言
或
い
は
方
言
区
の
存
在
を
否
定
し
た
」
と
い
う
批
判
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
誤
解
を
含

む
。
グ
ロ
ー
タ
ー
ス
神
父
は
、
前
掲
『
中
国
の
方
言
地
理
学
の
た
め
に
』
（
別
頁
）
に
お
い
て
、
「
中
国
を
分
断
す

る
文
化
勢
力
圏
の
間
に
境
界
線
を
引
く
」
と
い
う
方
言
研
究
の
一
つ
の
目
的
を
明
確
に
語
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
方
言
を
構
成
す
る
諸
要
素
が
絶
え
間
な
く
「
越
境
」
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
「
越
境
」

は
要
素
ご
と
に
個
別
に
行
わ
れ
る
。
語
彙
地
図
を
作
っ
て
み
れ
ば
、
各
語
形
に
関
す
る
等
語
線
が
錯
綜
す
る
こ
と

が
実
感
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
等
語
線
の
位
置
を
確
定
す
る
こ
と
す
ら
困
難
な
ケ
ー
ス
に
遭
遇
す
る

こ
と
も
あ
る
。
言
語
地
理
学
が
「
方
言
の
存
在
を
否
定
し
」
、
「
各
語
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
歴
史
を
有
す
る
」
な
る
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調
査
、
資
料
整
理
、
作
図
、
地
図
の
解
釈
と
い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
し
た
者
な
ら
、
地
図
上
に
広
が
る

無
数
の
言
語
変
異
形
に
目
を
奪
わ
れ
、
そ
れ
ら
が
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
、
現
在
の
分
布
領
域
を
形
成
す
る

に
至
っ
た
か
に
興
味
を
も
つ
に
違
い
な
い
。
ジ
リ
エ
ロ
ン
ロ
巳
①
の
①
二
野
○
己
．
屍
堂
‐
ち
ぷ
）
を
は
じ
め
と
す
る
欧

州
の
言
語
地
理
学
の
創
始
者
た
ち
に
と
っ
て
各
語
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
は
、
方
言
の
境
界
線
を
定
め
る

作
業
よ
り
も
は
る
か
に
価
値
の
あ
る
も
の
に
映
っ
た
に
違
い
な
い
。
我
々
が
二
冊
の
漢
語
方
言
地
図
集
を
出
版
す

る
ま
で
あ
し
か
け
二
十
年
の
時
間
が
か
か
っ
た
が
、
そ
の
過
程
で
ョ
－
ロ
ッ
パ
や
日
本
の
先
達
が
味
わ
っ
た
で
あ

ろ
う
知
的
興
奮
を
追
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
（
岩
田
礼
編
『
漢
語
方
言
解
釈
地
図
』
、
白
帝
社
、
二
○
○

九
、
『
漢
語
方
言
解
釈
地
図
続
集
』
、
好
文
出
版
、
二
○
一
三
。
言
語
地
理
学
の
一
つ
の
不
幸
は
、
根
気
と
忍
耐

力
を
要
す
る
一
連
の
作
業
プ
ロ
セ
ス
の
最
後
の
段
階
、
即
ち
地
図
の
解
釈
に
お
い
て
異
論
が
出
や
す
い
こ
と
で
あ

る
。
分
布
が
複
雑
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
作
者
が
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
解
釈
（
解
答
）
に
至
っ
た
の
か
、
理
解
が
困

難
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
畢
寛
、
同
じ
作
業
の
追
体
験
が
必
要
と
な
る
。
言
語
地
理
学
は
経
験
科
学
だ
と
い
え
る
。

北
京
語
言
大
学
の
曹
志
転
教
授
の
編
集
に
な
る
中
国
初
の
項
目
別
言
語
地
図
集
『
漢
語
方
言
地
図
集
』
（
音
韻
、
語

彙
、
文
法
の
三
分
冊
、
商
務
印
書
館
、
二
○
○
八
）
が
出
版
さ
れ
た
時
、
各
地
図
の
凡
例
は
あ
っ
て
も
解
説
が
な

い
こ
と
に
当
初
驚
か
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
な
ま
じ
解
釈
は
加
え
な
い
と
い
う
一
つ
の
見
識
で
あ
っ
た
。

あ
っ
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
の
は
、
音
韻
法
則
の
投
影
で
あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
地
理
的
分
布
が
、
そ
の
期
待
を
こ

と
ご
と
く
裏
切
っ
た
こ
と
に
対
す
る
反
動
で
あ
り
、
真
理
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
、
と
い
う
一
種
の
警
句
で
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徐
通
錨
『
歴
史
言
語
学
』
（
商
務
印
書
館
、
一
九
九
一
）
は
、
「
各
語
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
歴
史
を
有
す
る
」
と
い

う
言
語
地
理
学
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
「
不
規
則
的
現
象
の
な
か
に
言
語
変
化
の
規
則
性
を
発
見
す
る
た
め
の
努
力

を
怠
っ
て
い
る
」
と
批
判
す
る
（
第
十
章
）
。
言
語
地
理
学
は
、
地
図
の
解
釈
の
た
め
の
定
式
化
を
確
立
し
て
い
な

い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
徐
氏
の
こ
の
批
判
は
正
し
い
と
思
う
。
そ
れ
は
、
言
語
地
理
学
が
都
市
の
言
語
変
異

を
素
材
と
し
た
後
発
の
社
会
言
語
学
に
主
役
の
座
を
譲
っ
た
原
因
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
で
は
言
語
地
理

学
が
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た
。
研
究
量
の
豊
か
さ
は
世
界
有
数
で
あ
る
（
上
掲
乏
・
Ｑ
ｏ
ｏ
言
扇
ご
霊
参
照
）
。
研

究
の
質
に
つ
い
て
も
、
社
会
言
語
学
を
先
取
り
し
た
グ
ロ
ッ
ト
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
ま
た
柴
田
武
『
言
語
地
理
学
の

方
法
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
）
と
馬
瀬
良
雄
『
言
語
地
理
学
研
究
』
（
桜
楓
社
、
一
九
九
三
は
、
「
言
語
変
化

の
規
則
性
を
発
見
す
る
た
め
の
努
力
」
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
我
々
は
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
ふ
ま

え
な
が
ら
、
中
国
語
方
言
に
つ
い
て
得
ら
れ
た
知
見
を
還
元
し
、
言
語
変
化
の
普
遍
性
の
解
明
に
貢
献
し
た
い
。

７
．
お
わ
り
に

私
の
精
神
的
支
柱
で
あ
っ
た
グ
ロ
ー
タ
ー
ス
神
父
は
、
一
九
九
九
年
に
神
に
召
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
四
年

後
の
二
○
○
三
年
に
、
『
中
国
の
方
言
地
理
学
の
た
め
に
』
が
石
汝
蒸
教
授
の
翻
訳
に
よ
っ
て
中
国
で
出
版
さ
れ
た

（
賀
登
癌
『
漢
語
方
言
地
理
學
』
、
上
海
教
育
出
版
社
）
。
こ
の
訳
書
は
そ
の
底
本
で
あ
る
日
本
語
版
よ
り
売
れ
行

き
が
よ
く
、
二
○
一
二
年
に
は
増
補
新
版
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
二
○
○
三
年
と
い
う
時
期
は
、
ち
ょ

う
ど
曹
志
転
教
授
が
『
漢
語
方
言
地
圖
集
』
の
た
め
の
現
地
方
言
調
査
を
開
始
さ
れ
た
時
期
と
重
な
る
。
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言
語
地
理
学
に
対
す
る
現
在
の
評
価
は
、
曹
志
転
教
授
の
次
の
文
章
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

「
グ
ロ
ー
タ
ー
ス
の
研
究
Ⅱ
中
国
の
地
理
言
語
学
な
の
で
は
な
い
。
グ
ロ
ー
タ
ー
ス
式
の
研
究
は
お
そ
ら
く

初
期
の
地
理
言
語
学
ま
た
は
狭
義
の
地
理
言
語
学
で
あ
り
，
そ
れ
は
中
国
地
理
言
語
学
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。

む
ろ
ん
，
非
常
に
重
要
な
一
部
分
で
あ
る
が
。
」
（
曹
志
転
「
地
理
語
言
學
及
其
在
中
國
的
發
展
」
、
『
中
國
方

言
學
報
』
第
１
期
、
二
○
○
六
）
。

こ
の
評
価
は
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
好
意
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
方
言
の
地
理
的
研
究
の
意
義
を
全
く
認
め
な
い
研
究
者
も
多
い
か
ら
で
あ
る
。

『
漢
語
方
言
地
図
集
」
の
出
版
後
、
方
言
の
地
理
学
的
研
究
は
次
第
に
裾
野
を
広
げ
つ
つ
あ
り
、
「
中
国
地
理
言

語
学
国
際
学
術
研
究
討
論
会
」
が
過
去
三
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

第
一
回
二
○
一
○
年
北
京
語
言
大
学

第
二
回
二
○
一
二
年
南
京
大
学

第
三
回
二
○
一
四
年
豐
南
大
学
（
広
東
）

私
自
身
は
過
去
十
年
間
、
日
本
及
び
中
国
、
台
湾
な
ど
で
多
く
の
若
手
研
究
者
に
言
語
地
理
学
の
方
法
と
そ
の

意
義
を
話
す
機
会
を
得
て
き
た
。
受
講
者
は
例
外
な
く
新
た
な
知
識
の
吸
収
に
負
欲
で
あ
る
の
で
、
一
方
的
に
話

す
の
で
は
な
く
、
対
話
の
中
で
こ
ち
ら
が
刺
激
を
受
け
る
こ
と
も
多
い
。
無
論
、
上
文
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
な

漢
字
を
通
じ
て
言
語
現
象
を
見
る
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
る
の
は
避
け
が
た
い
こ
と
で
あ
る
が
（
『
中
国
の
方
言
地

理
学
の
た
め
に
』
、
弘
‐
泌
頁
参
照
）
、
そ
れ
は
一
種
の
異
文
化
コ
ミ
三
一
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
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［
引
用
欧
文
文
献
］

ロ
四
巨
圃
異
．
シ
守
①
寓
乞
国
い
い
Ｑ
㈹
、
。
、
量
、
三
Ｑ
一
言
、
匿
身
『
ｓ
屋
④
暫
匡
ず
国
ヨ
①
両
日
①
豊
田
盲
目
冒
胃
５
国
．

。
Ｂ
○
画
①
扇
画
室
宝
一
房
ヨ
ら
函
Ｐ
Ｃ
旨
行
ｇ
ｏ
ざ
、
〕
四
国
こ
め
ｏ
凰
巳
言
、
昌
巽
一
易
亜
○
①
弓
①
国
房
巨
乏
①
鷺
ト
ミ
的
置
Ｑ
ｍ
司
四
ご
山
い
い

穴
胄
一
四
９
．
国
①
昌
言
ａ
毛
国
と
褐
○
国
ミ
ュ
酉
吻
ミ
旨
、
琴
。
ご
ミ
○
四
Ｑ
〔
尋
雪
。
身
⑮
。
Ｆ
聖
号
恥
両
と
．
画
三
一
幽
聾
ｏ
異
彦
巳
ョ

．
「
書
評

二
○
一

小
論
の
内
容
は
、
平
田
昌
司
氏
の
論
文
の
引
用
や
い
く
つ
か
の
見
解
を
除
い
て
、
す
で
に
左
記
の
拙
文
で
述
べ
た
こ
と
の

エ
ッ
セ
ン
ス
に
な
っ
て
い
る
。
詳
細
は
そ
れ
ら
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

．
雪
暑
具
ｓ
ミ
ミ
ミ
皇
言
馬
昏
信
塁
品
価
・
豆
匡
信
書
言
吻
“
忠
言
黒
‐
言
‐
の
冨
禺
丙
三
等
意
自
画
〕
四
二
．
ご
哀
の
ｇ
言
い
の
口
重
皇

①
①
○
四
ｇ
匂
（
①
①
○
言
唱
巨
富
）
及
び
己
巨
①
皇
宮
長
巨
信
①
蛋
言
①
ｍ
ａ
ｏ
三
目
の
項
目

．
「
中
国
に
お
け
る
河
川
と
方
言
」
、
『
金
沢
大
学
中
国
語
学
中
国
文
学
研
究
室
紀
要
』
、
第
妬
輯
、
二
○
一
六

．
「
書
評
《
項
夢
沐
・
曹
暉
『
漢
語
方
言
地
理
學
１
入
門
與
實
践
』
」
、
『
語
言
学
論
叢
』
（
北
京
大
学
）
、
商
務
印
書
館
、
第
鴨
輯
、

．
『
漢
語
方
言
解
輝
地
圖
里
旦
ミ
異
ミ
国
ミ
言
筐
管
堕
具
雲
言
馬
ロ
ミ
⑯
、
こ
の
「
緒
論
」
、
白
帝
社
、
二
○
○
九

．
『
漢
語
方
言
地
図
集
』
と
曹
志
転
さ
ん
の
こ
と
」
、
『
東
方
』
洲
、
二
○
○
九

。
「
現
代
漢
語
方
言
の
地
理
的
分
布
と
そ
の
通
時
的
形
成
」
、
遠
藤
光
暁
編
「
中
国
に
お
け
る
言
語
地
理
と
人
文
・
自
然
地
理

（
７
言
言
語
類
型
地
理
論
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
論
文
集
』
（
科
研
費
研
究
成
果
報
告
書
）
、
二
○
○
○

［
追
記
］

一
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ｚ
ｏ
国
ご
目
迫
四
ご
毛
認
．
Ｏ
萱
蜀
閏
駁
○
画
冒
宮
冨
鳴
己
昌
蔚
邑
旦
卑
①
閉
．

昏
噌
貝
冒
ミ
輔
ミ
も
葛
．
ｇ
雪
曾
偽
画
頁
堅
昌
§
ご
図
ミ
胃
ご
迂
曹
Ｒ
ご
『
。
Ｑ
§
嗣
言
寄
言
さ
雪
墨
曾
．
ご
ミ
ご
ミ
ミ
畢
雪
関
恥
辱
侭
謹
量
言

、

唇
二
号
ぐ
画
〕
○
垣
騨
里
ｇ
画
溌
冨
客
９
毛
罠
里
恥
陣
晨
薑
言
Ｑ
⑲
。
噌
這
ご
具
雲
雪
亀
（
遠
藤
光
暁
『
中
国
に
お
け
る
人
文
・
自

』
畠
’
一

然
地
理
（
１
こ
）
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